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 と　　
き
　
七
月
十
八
日
（
月
・
祭
日
）
十
四
時
〜
十
七
時 

と
こ
ろ
　
金
沢
市
保
健
所
三
階
駅
西
す
こ
や
か
ホ
ー
ル（
金
沢
市
西
念
町
） 

基
調
講
演
　
「
障
害
者
自
立
支
援
法
で
私
た
ち
の
く
ら
し
は
ど
う
な
る
の
か
」 

　
　
　
　
　
Ｄ
Ｐ
Ｉ
日
本
会
議
事
務
局
長
　
尾
上
浩
二
さ
ん（
手
話
通
訳
あ
り
ま
す
）  

　
　
　
　
　
資
料
代 

五
百
円 

 

●七尾市障害者医療費助成の後退について 
●自立支援医療と更生医療 
●精神に障害のある人の立場から 
●重い障害がある人の立場から 
●共同作業所に通っている立場から 
■意見交換とまとめ 

フロア発言 

尾上浩二さんプロフィール 
1960年大阪に生まれる。小学校を養護学校、施設で
過ごした後、普通中学・高校へ進む。78年大阪市立大
学に入学後、障害者問題のサークル活動をきっかけに
自立生活運動に取り組み始める。2002年札幌で開催
されたＤＰＩ世界会議に向けた地域集会で全国各地を
飛び回る。2005年の通常国会で、障害者自立支援法
に関する参考人として意見陳述。現在、ＤＰＩ日本会議
事務局長、自立生活センター・ナビ運営委員・大阪市
立大学非常勤講師等 

DPIとは 
DPI（Disabled　Peoples’lntemational）「障害者イ
ンターナショナル」と訳します。１９８１年、国際障害者年
を機に身体、知的、精神など障害の種別を超えて自らの
声を超えて自らの声をもって活動する障害当事者団体
として設立されました。１９８６年にＤＰＩ日本会議が発足し
ています。 
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１．保険者　　　国民健康保険

２．年　齢　　　73歳　女性

３．診療月　　　平成16年５月

４．過誤調整連絡書の発行月：平成17年１月

５．病名・診療開始月

（1）鉄欠乏性貧血 平成15年８月11日

（2）慢性胃炎　　　　　 平成15年８月11日

（3）頭痛、めまい　 平成15年８月11日　　

６．該当月の診療実日数：５日

＜主治医の意見＞
鉄欠乏性貧血の患者に内服（フェロチーム錠50鉄50mg）と静脈内注射

（フェジン40mg２ml）を併用したところ、内服薬が査定された。

＜保険医協会のコメント＞
第202例は傷病名、鉄欠乏性貧血に鉄剤を内服と注射の併用投与した事例

に対して保険者から再審査請求があり、内服が査定されたというものです。

本件傷病名に対する鉄剤の適応は、内服、注射それぞれ何の問題もあり

ません。内服と注射を併用した場合に一方が査定されたことが検討課題で

あると思われます。

療養担当規則、20条四－ロには、（注射は）「内服薬との併用は、これに

よって著しく治療の効果を上げることが明らかな場合又は内服薬だけの投

与では治療の効果を期待することが困難である場合に限って行う」と記載

されています。また、石川県における集団的個別指導のテキストである、

「保険診療の理解のために」には、「経口と注射の両方が選択可能な場合に

は、経口投与を第一選択とすること。(注射については、療担規則第20条第

４号を参照)」と記載されています。両者とも、内服と注射の併用は、その

必要性が十分あることを求めています。

このことを、保険請求に当てはめると、書類審査である故、レセプトを

見ただけではその必要性が判断できない場合には、摘要欄に必要性を注記

するのが「親切なレセプト」ということになります。

以上が内服と注射の併用事例における一般的事項ですが、本件患者の場

合は、主治医の述べるところでは、「併用しなければ貧血が進行する」症

例です。従って、その旨を記載して再審査請求していただきたい事例です。

鉄欠乏性貧血の患者に鉄剤を 
内服と注射の併用投与したところ、 

保険者から再審査請求があり、内服が査定された事例 

＜第202例＞ 

『保険審査通信』に寄せられた相談事例

総
務
部
報
告
で
は
、
会
員

の
増
加
が
最
近
若
干
停
滞
気

味
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
、
そ
の
分
析
・
対
策
を
話

し
合
う
。
画
期
的
な
妙
案
は

な
い
が
、
事
務
局
員
の
地
道

な
訪
問
、
役
員
の
声
掛
け
な

ど
が
必
要
と
の
結
論
。
ま
た

来
る
七
月
二
十
三
日
に
新
規

開
業
医
懇
談
会
も
計
画
さ

れ
、
何
と
か
会
員
の
増
加
、

協
会
の
さ
ら
な
る
発
展
に
結

び
つ
け
た
い
。

各
部
の
報
告
で
は
、
特
に

歯
科
部
が
こ
の
度
発
刊
し
た

『
歯
科
の
た
め
の
手
差
し
会

話
集
』
の
普
及
が
大
変
順
調

で
、
増
刷
を
決
定
。
全
国
か

ら
の
反
響
も
素
晴
ら
し
く
、

中
に
は
「
版
権
を
そ
の
ま
ま

買
い
た
い
」
と
の
申
し
入
れ

も
あ
る
ほ
ど
と
の
こ
と
。

学
術
・
保
険
部
で
も
会
員

デ
ビ
ュ
ー
講
演
お
よ
び
「
食

を
考
え
る
　
〜
食
べ
る
た
め

の
工
夫
〜
」
な
ど
の
企
画
も

順
調
に
準
備
が
進
ん
で
い
る

と
の
こ
と
。

ま
た
、
『
保
険
審
査
通

信
・
相
談
事
例
集
（
第
二
分

冊
）』
も
発
行
さ
れ
た
と
の

こ
と
。
こ
れ
は
目
立
っ
た
反

響
は
な
い
が
、
保
険
審
査
に

携
わ
る
方
々
の
間
で
は
静
か

な
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
の
こ

と
。

医
療
福
祉
部
で
は
例
年
の

ご
と
く
『
病
院
マ
ッ
プ
』
の

今
年
度
版
の
編
集
作
業
も
順

調
。
ま
た
、
昨
年
ま
で
シ
リ

ー
ズ
で
開
催
し
て
い
た
「
社

会
保
障
セ
ミ
ナ
ー
講
演
要
録

集
」
も
正
式
な
出
版
に
向
け

て
作
業
を
開
始
し
た
。

こ
の
よ
う
に
協
会
の
各
部

で
は
、
持
て
る
力
を
十
分
に

発
揮
し
て
仕
事
が
遂
行
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

最
後
に
工
藤
事
務
局
員
よ

り
、
今
年
秋
か
ら
来
春
に
わ

た
っ
て
の
診
療
報
酬
改
定
の

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
が

提
示
さ
れ
た
。
来
春
の
改
定

は
、
介
護
報
酬
の
改
定
も
同

時
実
施
さ
れ
、
し
か
も
近
年

ま
れ
に
み
る
大
型
改
定
だ
そ

う
で
、
い
よ
い
よ
わ
れ
わ
れ

も
熱
く
な
る
時
期
を
迎
え

る
。
会
員
の
期
待
を
裏
切
ら

な
い
よ
う
な
正
確
か
つ
迅

速
、
分
か
り
や
す
い
情
報
提

供
を
心
が
け
て
い
き
た
い

し
、
も
ち
ろ
ん
診
療
報
酬
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
求

も
、
実
現
に
向
け
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

う
。

【
喜
多
　
記
】

第
六
回
理
事
会
は
、
暑
さ

の
せ
い
か
集
合
は
ゆ
っ
く
り

だ
っ
た
が
、
出
席
率
は
良
好

で
あ
っ
た
。

総
務
部
報
告
で
は
、
新
人

事
務
局
員
の
東
さ
ん
が
六
月

二
十
一
日
よ
り
本
採
用
に
な

っ
た
こ
と
、
能
登
地
区
で
の

会
員
懇
談
会
の
開
催
を
会
員

の
利
便
性
を
考
え
て
、
七
尾

市
内
に
変
更
と
な
っ
た
こ
と

な
ど
が
述
べ
ら
れ
た
。

経
営
共
済
部
で
は
、
グ
ル

ー
プ
保
険
の
普
及
結
果
が
思

わ
し
く
な
か
っ
た
こ
と
、
そ

れ
に
対
す
る
今
後
の
対
応
、

金
融
庁
か
ら
三
井
生
命
へ
の

業
務
改
善
命
令(

休
業
補
償
、

保
険
医
年
金
の
会
員
外
契
約

の
是
正)

が
あ
っ
た
こ
と
、

新
規
開
業
医
懇
談
会
の
開
催

計
画
な
ど
。

歯
科
部
は
、
好
評
の
『
手

差
し
会
話
集
』
が
、
全
国
規

模
で
超
有
名
に
な
り
つ
つ
あ

る
こ
と
や
研
究
部
会
へ
の
関

わ
り
な
ど
。

学
術
・
保
険
部
で
は
、
第

十
回
会
員
デ
ビ
ュ
ー
講
演
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
格
調
高
い

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
食
を
考
え
る
」

の
申
し
込
み
の
出
足
が
好
調

で
あ
る
こ
と
、
来
年
度
の
診

療
報
酬
、
介
護
報
酬
の
改
定

へ
の
対
応
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
な
ど
。

医
療
福
祉
部
は
、『
二
〇

〇
五
年
度
版
・
病
院
マ
ッ

プ
』
の
編
集
が
順
調
に
進
ん

で
い
る
こ
と
な
ど
。

機
関
紙
・
文
化
部
か
ら
は

七
月
号
の
持
論
の
検
討
、
八

月
号
の
特
別
企
画
「
戦
後
六

十
年
に
寄
せ
て
」
な
ど
の
報

告
が
あ
っ
た
。

協
議
事
項
、
渉
外
事
項
で

は
、
保
団
連
主
要
会
議
へ
の

出
席
者
、
友
好
団
体
へ
の
協

力
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

総
じ
て
、
今
回
の
理
事
会

は
大
き
な
問
題
点
は
な
か
っ

た
が
、
一
つ
ひ
と
つ
の
課
題

を
丁
寧
に
検
討
し
た
よ
う
に

感
じ
た
。

【
西
田
　
記
】

さらなる 
会員増を 
さらなる 
会員増を 
（6月7日・11人出席） 

第5回 理事会点描 

手差し会話集 
全国で好評 
手差し会話集 
全国で好評 
（6月21日・13人出席） 

第6回 理事会点描 
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第
三
回
保
団
連
代
議
員
会 

医
療
・
福
祉
の
「
改
悪
」
続
く 
医
療
・
福
祉
の
「
改
悪
」
続
く 

会
長
　
井
沢
　
宏
夫
（
金
沢
市
・
内
科
）  

報
告
報
告 

報
告 
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2005年10月8日（土）～9日（日） 
大阪・三井アーバンホテル大阪ベイタワー 

希望者にパンフレットをお送りします。 

保団連医療研究集会 第２０回 第２０回 

■開催日時・会場 

お問い合わせは 
保険医協会まで 1076（222）5373

■開催規模 
１,０００人（医師、歯科医師、コ・メディカル、コ・デンタル、家族、保健・

福祉関係者、患者・市民、協会事務局など） 

ひろめよう！　保団連・開業医宣言 
発展させよう！　安全・安心の医療 
戦後６０年を迎えたいまこそ 

ひろめよう！　保団連・開業医宣言 
発展させよう！　安全・安心の医療 
戦後６０年を迎えたいまこそ 
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第
三
回
保
団
連
代
議
員
会

は
、
六
月
二
十
六
日
東
京
・
都

市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
た
。

今
年
の
春
は
診
療
報
酬
改
定

や
医
療
保
険
制
度
の
大
き
な
改

定
が
な
か
っ
た
た
め
、
半
年
分

の
活
動
報
告
も
比
較
的
簡
潔
な

も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
介

護
保
険
の
「
改
悪
」
が
決
ま
り
、

施
設
入
所
の
自
己
負
担
増
や
介

護
区
分
の
改
変
が
実
施
さ
れ
、

ま
た
、
昨
年
来
の
混
合
診
療
の

具
体
化
が
準
備
さ
れ
る
中
、
各

地
で
多
彩
な
反
対
運
動
が
な
さ

れ
て
い
る
。
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
で

は
関
係
諸
団
体
の
集
会
の
開
催

（
二
千
五
百
人
）、
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
で
は
民
主
党
の
す
べ
て
の
国

会
議
員
と
の
懇
談
会
や
要
請
活

動
が
行
わ
れ
た
。
現
在
も
障
害

者
自
立
支
援
法
案
が
国
会
論
議

中
で
あ
り
、
各
地
で
反
対
活
動

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
保
団
連

と
し
て
全
国
的
な
規
模
に
は
な

っ
て
い
な
い
感
が
あ
る
。

来
年
に
向
け
て
は
、
ご
承
知

の
と
お
り
財
界
や
政
府
各
諮
問

会
議
な
ど
か
ら
、「
社
会
保
障

費
の
抑
制
」
に
関
す
る
い
く
つ

か
の
提
案
が
な
さ
れ
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
伸
び
率
の
範
囲
で
の
総
額
管

理
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

厚
労
省
は
、
千
円
な
ど
一
定

額
以
下
の
保
険
免
責
や
高
齢
者

自
己
負
担
二
割
、
高
額
医
療
費

の
見
直
し
な
ど
を
検
討
し
て
い

る
と
言
わ
れ
る
。
社
会
保
障
審

議
会
は
都
道
府
県
単
位
へ
の
医

療
保
険
再
編
を
検
討
し
て
お

り
、
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設

の
審
議
も
始
め
た
と
い
う
。

今
後
の
医
療
制
度
の「
改
悪
」

は
、
全
面
的
で
あ
り
、
予
算
措

置
を
伴
う
も
の
は
来
春
の
国
会

に
提
出
さ
れ
る
が
、
順
次
提
案

さ
れ
る
法
案
は
、
健
保
法
、
国

保
法
、
老
人
保
健
法
、
医
療
法

な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
医
療
関
連

法
案
と
な
る
と
言
う
。
今
秋
以

降
は
厳
し
い
情
勢
が
続
き
そ
う

で
あ
る
。

代
議
員
会
の
詳
し
い
報
告

は
、
七
月
の
『
全
国
保
険
医
新

聞
』
に
掲
載
さ
れ
る
。
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こ
の
映
画
で
イ
ン
グ
リ
ッ

ド
・
バ
ー
グ
マ
ン
は
二
回
目

の
ア
カ
デ
ミ
ー
主
演
女
優
賞

を
受
賞
し
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映

画
に
劇
的
な
復
帰
を
果
た
し

た
。
こ
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人

と
ド
イ
ツ
人
の
血
を
引
く
美

人
女
優
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

映
画
界
で
頭
角
を
現
し
、
一

九
三
九
年
ア
メ
リ
カ
の
名
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
「
風
と
共

に
去
り
ぬ
」
の
産
み
の
親
デ

ビ
ッ
ド
・
Ｏ
・
セ
ル
ズ
ニ
ッ

ク
に
ハ
リ
ウ
ッ
ド
に
呼
ば
れ

て
、
夫
の
ピ
ー
タ
ー
・
リ
ン

ド
ス
ト
ロ
ー
ム
（
後
に
医
学

博
士
）
と
娘
と
共
に
渡
米
し

た
。
大
作
「
誰
が
為
に
鐘
は

鳴
る
」。
出
演
を
待
つ
間
に

撮
っ
た
「
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
」

が
当
た
り
、
一
九
四
四
年

「
ガ
ス
燈
」
で
一
回
目
の
主

演
女
優
賞
を
と
っ
た
。

イ
ン
グ
リ
ッ
ド
は
役
作
り

に
集
中
し
て
最
良
の
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
に
す
る
た
め
に
全

力
を
尽
く
し
、
第
二
次
世
界

大
戦
中
か
ら
松
田
聖
子
顔
負

け
（
文
字
通
り
！
）
の
こ
と

も
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
自

分
が
製
作
に
も
加
わ
っ
た

「
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
」
が

失
敗
し
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
行

き
詰
ま
っ
て
い
た
彼
女
は
、

自
分
の
映
画
出
演
交
渉
に
も

あ
た
り
、
母
親
が
家
に
い
な

い
た
め
娘
の
世
話
も
し
て
く

れ
た
夫
ピ
ー
タ
ー
を
捨
て

て
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
飛

躍
さ
せ
よ
う
と
一
九
四
九
年

イ
タ
リ
ア
に
渡
っ
た
。
ネ
オ

リ
ア
リ
ズ
ム
の
巨
匠
と
い
わ

れ
た
ロ
ベ
ル
ト
・
ロ
ッ
セ
リ

ー
ニ
と
映
画
を
作
る
た
め

に
。
不
倫
と
非
難
さ
れ
て
も

五
本
の
映
画
を
作
り
、
三
人

の
子
ど
も
を
も
う
け
た
が
、

映
画
は
あ
ま
り
ぱ
っ
と
し
な

か
っ
た
。

一
九
五
六
年
か
ら
ロ
ッ
セ

リ
ー
ニ
の
も
と
を
離
れ
て
出

演
し
た
二
作
目
が
「
追
想
」

（
原
題「
ア
ナ
ス
タ
ー
シ
ャ
」）

で
あ
る
。
バ
ー
グ
マ
ン
扮
す

る
ロ
シ
ア
か
ら
パ
リ
に
逃
げ

て
き
た
哀
れ
な
女
性
が
ロ
マ

ノ
フ
王
朝
最
後
の
皇
女
ア
ナ

ス
タ
ー
シ
ャ
に
仕
立
て
上
げ

ら
れ
、
ユ
ル
・
ブ
リ
ン
ナ
ー

扮
す
る
ロ
シ
ア
の
元
将
軍
ブ

ー
ニ
ン
が
皇
女
と
し
て
世
に

出
そ
う
と
暗
躍
す
る
。
身
投

げ
し
よ
う
と
し
て
い
た
や
つ

れ
た
彼
女
が
み
る
み
る
き
れ

い
に
華
麗
に
な
っ
て
い
き
、

最
後
に
は
皇
女
と
し
て
デ
ビ

ュ
ー
す
る
の
で
は
な
く
、
何

と
ブ
ー
ニ
ン
と
の
恋
路
に
旅

立
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

彼
女
の
こ
れ
ま
で
の
人
生
を

重
ね
合
わ
せ
た
よ
う
で
、
四

十
一
歳
の
バ
ー
グ
マ
ン
が
そ

れ
は
そ
れ
は
美
し
く
、
堂
々

と
演
じ
切
り
、
主
演
女
優
賞

を
さ
ら
っ
て
し
ま
う
の
だ
か

ら
、
も
う
「
す
ご
い
！
」
以

外
に
言
葉
が
出
て
こ
な
い
。

そ
の
後
も
彼
女
は
演
じ
続

け
、
乳
が
ん
が
発
症
し
て
い

た
一
九
七
四
年
「
オ
リ
エ
ン

ト
急
行
殺
人
事
件
」
で
は
ア

カ
デ
ミ
ー
助
演
女
優
賞
を
と

り
、
が
ん
が
再
発
し
た
一
九

七
八
年
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で

「
秋
の
ソ
ナ
タ
」
に
出
演
し

（
そ
の
と
き
の
笑
顔
は
若
い

こ
ろ
と
同
じ
く
愛
く
る
し

い
！
）、
亡
く
な
る
前
の
一

九
八
一
年
に
は
、
テ
レ
ビ
映

画「
ゴ
ル
ダ
と
呼
ば
れ
た
女
」

で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
元
首
相

を
演
じ
た
。
そ
し
て
六
十
七

歳
の
誕
生
日
の
あ
と
で
息
絶

え
た
。
そ
の
墓
碑
に
は
〔
生

の
最
後
の
日
ま
で
演
じ
続
け

た
女
性
こ
こ
に
眠
る
〕
と
刻

ま
れ
た
。
合
掌
。

映画狂 映画狂 映画狂 
おすすめの1本 おすすめの1本 

きつ ぶ や 
その⑤ 

奥田　宏（金沢市・心療内科） 

の 
追
　
想 

一 

九
五
七
年（
米
） 

【
監
督
】ア
ナ
ト
ー
ル
・
リ
ト
ヴ
ァ
ク 

【
出
演
】ユ
ル
・
ブ
リ
ン
ナ
ー 

　
　
　
イ
ン
グ
リ
ッ
ド
・
バ
ー
グ
マ
ン 

　
　
　
ヘ
レ
ン
・
ヘ
イ
ズ 

　
　
　
エ
イ
キ
ム
・
タ
ミ
ロ
フ 

 

来
年
四
月
、
診
療

報
酬
・
介
護
報
酬
の

同
時
大
幅
改
定
が
行

わ
れ
る
。

政
府
は
、
介
護
給

付
の
急
速
な
伸
び
率

を
も
っ
て
介
護
保
険
制
度
が
十
分
社

会
的
に
認
知
さ
れ
た
と
説
明
し
、
今

後
は
制
度
の
持
続
可
能
性
が
重
要
と

し
て
、
支
出
抑
制
策
を
打
ち
出
し
て

き
た
。

今
年
十
月
に
は
介
護
保
険
の
一
部

改
定
が
前
倒
し
施
行
さ
れ
、
介
護
保

険
給
付
の
内
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
食

費
と
居
住
費
が
自
己
負
担
と
な
る
。

利
用
者
の
施
設
指
向
は
依
然
と
し
て

根
強
い
中
、
施
設
入
居
条
件
を
厳
し

く
制
限
し
、
給
付
負
担
が
少
な
い
在

宅
サ
ー
ビ
ス
へ
の
誘
導
を
図
る
施
策

で
あ
る
。

介
護
保
険
を
利
用
す
る
に
は
、
介

護
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。
介

護
認
定
審
査
会
で
は
調
査
員
が
作
成

し
た
資
料
と
不
完
全
な
一
次
判
定
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ソ
フ
ト
、
そ
し
て
主

治
医
意
見
書
を
も
と
に
、
数
人
の
介

護
認
定
審
査
員
に
よ
る
合
議
体
で
判

定
が
行
わ
れ
て
い
る
。
現
在
は
、
要

支
援
者
で
あ
っ
て
も
限
度
額
以
内
で

あ
れ
ば
、
要
介
護
者
と
同
様
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
可
能

だ
。

し
か
し
、
改
定
後
は
要
支
援
と
要

介
護
１
の
一
部
の
方
は
、
従
来
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
、
い
わ
ゆ
る
介
護
予
防
を
行
う
こ

と
に
な
る
。
軽
度
要
介
護
者
が
従
来

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
と
、
か

え
っ
て
介
護
度
が
上
昇
し
、
要
介
護

度
の
改
善
が
得
ら
れ
な
い
、
と
い
う

統
計
結
果
を
示
し
、
軽
度
要
介
護
者

の
介
護
外
し
の
根
拠
と
し
て
い
る
。

軽
介
護
度
を
判
定
す
る
場
合
、
介
護

認
定
審
査
会
の
役
割
は
今
ま
で
以
上

に
重
大
で
困
難
な
も
の
と
な
る
の
は

明
ら
か
だ
。

政
府
は
、
明
る
く
活
力
あ
る
超
高

齢
化
社
会
を
目
指
す
た
め
に
予
防
重

視
型
シ
ス
テ
ム
に
移
行
し
、
経
済
活

性
化
や
雇
用
創
出
を
も
可
能
に
し
た

い
と
す
る
が
、
そ
れ
は
人
間
不
在
の

企
業
論
理
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
政
府

の
介
護
予
防
策
は
、
明
ら
か
に
介
護

支
出
予
防
策
で
し
か
な
い
。

政
府
は
介
護
予
防
、
障
害
者
自
立

支
援
と
い
う
耳
障
り
の
良
い
言
葉
で

国
民
を
欺
く
の
で
は
な
く
、
社
会
保

障
制
度
本
来
の
目
的
す
な
わ
ち
、
す

べ
て
の
人
に
健
康
で
文
化
的
な
生
活

も
確
保
す
る
こ
と
に
こ
そ
、
注
力
す

べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
必
要
で
十

分
な
給
付
水
準
を
維
持
す
る
た
め
の

知
恵
や
方
策
が
見
つ
か
る
と
信
じ
て

い
る
。

  

介
護
保
険
の
目
的
は 

〝
健
康
で
文
化
的
な
生
活
〞 

　
　
　
　  

そ
の
た
め
に
必
要
な
介
護
を 

『
病
院
病
院
マ
ッ
プ
』 
『
病
院
病
院
マ
ッ
プ
』 
『
病
院
マ
ッ
プ
』 二
〇
〇
五
年
度
版 

会
員
の
方
々
に
は
8
月
初
旬
に
本
紙
と
と
も
に
お
送
り
し
ま
す
。 

た
だ
今
編
集
中
！ 
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内　　科 一林　哲弥 開業医

内　　科 魚谷　浩平 開業医

内　　科 小川　　純 開業医

内　　科 越野　慶隆 越野病院

内　　科 四位例　靖 開業医　

内　　科 柴山　真介 開業医　

内　　科 洞庭　賢一 開業医　

外　　科 浅野　　健 金沢赤十字病院

外　　科 上山　武史 金沢循環器病院

外　　科 八木　雅夫 公立松任石川中央病院

整　　外 松本　晴彦 金沢宗広病院

産　　婦 丘村　　誠 開業医　

小　　児 高橋謙太郎 開業医

精　　神 渋谷　禎三 十全病院

眼　　科 中田　芳夫 開業医

耳　　鼻 小森　　貴 開業医

皮　　膚 西部　武嗣 開業医

歯　　科 川辺　清光 開業医

歯　　科 白尾　理英 開業医

歯　　科 宮田　廣人 開業医

内　　科 安部　俊男 金沢市立病院

内　　科 長田　清明 金沢赤十字病院

内　　科 河合　昂三 公立松任石川中央病院

外　　科 太田　哲生 金沢大学医学部附属病院

外　　科 四方　裕夫 金沢医科大学病院

外　　科 高橋　一郎 山中温泉医療センタ－

外　　科 竹下八洲男 金沢社会保険病院

脳　　外 池田　清延 金沢医療センタ－

整　　外 岡田　正人 金沢医科大学病院

整　　外 島　　　巌 石川県リハビリテ－ションセンタ－

整　　外 横川　明男 石川県済生会金沢病院

産　　婦 上島　半治 開業医

小　　児 奥田　則彦 金沢医療センタ－

小　　児 笠原　善仁 金沢大学医学部附属病院

小　　児 加藤　彰一 開業医

眼　　科 中川　寛忠 開業医

耳　　鼻 作本　　真 公立松任石川中央病院

歯　　科 大場　有一 開業医

歯　　科 東山　一博 開業医

歯　　科 溝口　　寛 石川社会保険事務局保険指導医

内　　科 石川　　勲 金沢医科大学病院

内　　科 岩田　　章 金沢赤十字病院

内　　科 木田　　寛 金沢医療センタ－

内　　科 ○ 篠崎　公秀 国家公務員共済組合連合会　北陸病院

内　　科 清水　賢巳 金沢大学医学部附属病院

内　　科 多田　　明 金沢医療センタ－

内　　科 早川　浩之 開業医

内　　科 三輪　梅夫 石川県赤十字血液センター

内　　科 横山　　仁 金沢大学医学部附属病院

外　　科 ◎ 矢崎　敏夫 開業医

整　　外 加藤日出治 開業医

産　　婦 朝本　明弘 石川県立中央病院

精　　神 中村　一郎 石川県立高松病院

眼　　科 瀬川　安則 公立つるぎ病院

耳　　鼻 三輪　高喜 金沢大学医学部附属病院

皮　　膚 川原　　繁 金沢医療センタ－

泌 尿 器 高　　栄哲 金沢大学医学部附属病院

歯　　科 牛村　　章 開業医

歯　　科 ○ 谷本　　門 専任審査員

歯　　科 蓮池　芳浩 開業医

内　　科 池田　清司 開業医

内　　科 北野　博嗣 開業医

内　　科 小山　　有 開業医

内　　科 二宮　哲博 開業医

内　　科 林　　清次 開業医

外　　科 林　外史英 開業医

外　　科 横浜　外雄 開業医

脳　　外 石倉　　彰 開業医

脳　　外 木下　　昭 介護老人保健施設さくら園施設長

整　　外 細川外喜男 開業医

産　　婦 荒木　克己 恵愛病院

産　　婦 本保　喜康 金沢聖霊総合病院

小　　児 浅井　恭一 開業医

耳　　鼻 木下　弘治 開業医

歯　　科 伊川　永一 開業医

歯　　科 安井　　浩 開業医

薬　　局 兼田　春生 かねだ薬局

内　　科 追分　久憲 国家公務員共済組合連合会　北陸病院

内　　科 大竹　茂樹 金沢大学大学院医学系研究科

内　　科 阪上　　学 金沢医療センタ－

内　　科 ◎ 東福　要平 石川県済生会金沢病院

内　　科 藤村　政樹 金沢大学大学院医学系研究科

内　　科 松井　　忍 金沢医科大学

外　　科 新井　禎彦 金沢大学医学部附属病院

外　　科 遠藤　将光 金沢医療センタ－

外　　科 ○ 山田　哲司 石川県立中央病院

整　　外 土屋　弘行 金沢大学大学院医学系研究科

精　　神 炭谷　信行 社会福祉法人金沢市民生協会　ときわ病院

眼　　科 北川　和子 金沢医科大学病院

耳　　鼻 瀧口　哲也 金沢医療センタ－

泌 尿 器 勝見　哲郎 医王病院

皮　　膚 川島　愛雄 石川県健康福祉部医療対策課医療指導専門員

歯　　科 東　　伸也 開業医

歯　　科 ○ 向田　能和 開業医

内　　科 鵜浦　雅志 公立羽咋病院

内　　科 加登　康洋 加登病院

内　　科 澤田　大成 石川県国民健康保険団体連合会（常勤常務処理審査委員）

内　　科 杉本　尚樹 金沢市立病院

内　　科 津田　功雄 開業医

内　　科 松下　栄紀 河北中央病院

内　　科 吉光　康平 開業医

外　　科 大平　政樹 開業医

外　　科 素谷　　宏 石川県国民健康保険団体連合会（嘱託医師）

整　　外 高田　宗世 開業医

小　　児 加藤　貞人 公立松任石川中央病院

眼　　科 山崎　芳治 開業医

眼　　科 横川由起子 金沢市立病院

皮　　膚 加世多秀範 開業医

歯　　科 白石　貴城 開業医

歯　　科 中川　　真 開業医

歯　　科 村上　英樹 開業医

保
険
医
・
薬
剤
師
代
表
　
　
　
17

人

公
　
益
　
代
　
表
　
　
　
17

人

保
　
険
　
者
　
代
　
表
　
　
　
17

人

代表別 診療科 （注） 氏　　名 職名または勤務先

診
　
療
　
担
　
当
　
者
　
　
　
20

人

保
　
険
　
者
　
　
　
20

人

学
　
識
　
経
　
験
　
者
　
　
　
20

人

《国保連合会審査委員》《支払基金審査委員》

石川県 審査委員名簿社保
国保

（任期：2005年6月1日～2007年5月31日）

（注）欄の「◎」は、審査委員長、「○」は、副委員長

（注）欄の「◎」は会長、「○」は副会長

代表別 診療科 （注） 氏　　名 職名または勤務先

審査改善のために 『保険審査通信』
『保険審査通信』は年に数回、本紙に同封しています。ご利用ください。 
 

石川県保険医協会  
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に
関
す
る
知
識
は
、
医
療
分
野

を
将
来
専
門
に
し
た
い
と
考
え

る
学
生
に
と
っ
て
は
重
要
と
思

わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
説
明
に

も
比
較
的
多
く
の
時
間
が
割
か

れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。ま
た
、

保
険
会
社
が
給
付
制
限
を
行
っ

た
こ
と
で
患
者
が
被
っ
た
損
害

を
争
う
裁
判
例
も
多
く
取
り
上

げ
ら
れ
て
お
り
、
医
療
制
度
の

違
い
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ

た
。こ

の
ほ
か
彼
女
の
講
義
で

は
、
メ
デ
ィ
ケ
ア
や
メ
デ
ィ
ケ

イ
ド
（
州
に
よ
っ
て
か
な
り
異

な
る
）
な
ど
、
公
的
医
療
保
障

制
度
や
、E
M
T
A
L
A

の
問
題

に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
ら
れ

た
。E
M
T
A
L
A

と
は
、
一
九

八
五
年
に
制
定
さ
れ
た
連
邦
法

（
緊
急
医
療
処
置
法
）
の
略
称

で
あ
る
。
病
院
の
救
急
外
来
に

重
症
患
者
が
運
ば
れ
て
き
た
場

合
に
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ
い

て
、
患
者
の
支
払
い
能
力
に
関

係
な
く
、
病
院
は
必
要
な
治
療

を
施
し
、
症
状
が
安
定
す
る
ま

で
患
者
を
入
院
さ
せ
る
義
務
が

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の

制
度
が
複
雑
な
も
の
と
な
っ
て

い
る
最
大
の
理
由
は
、
国
民
の

大
半
を
カ
バ
ー

す
る
公
的
医
療

保
険
制
度
が
存

在
し
な
い
こ
と

に
あ
る
。
医
療

制
度
に
大
き
な

欠
陥
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら

ず
、
ア
メ
リ
カ

で
研
究
を
行
っ

た
理
由
を
次
回

は
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い

と
思
う
。

2005年7月15日（毎月15日発行）（6）第399号　（1998年２月６日第三種郵便物認可） 石 川 保 険 医 新 聞

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
講
義 

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
講
義 

金
沢
大
学
法
学
部
助
教
授
　
石
田
　
道
彦 

（6回シリーズ） （6回シリーズ） 2

セ
ン
ト
ル
イ
ス
大
学
ロ
ー
ス

ク
ー
ル
の
秋
学
期
は
、
八
月
半

ば
よ
り
始
ま
り
、
十
一
月
末
で

終
了
す
る
。
私
が
セ
ン
ト
ル
イ

ス
で
生
活
を
始
め
た
十
月
に

は
、
講
義
は
中
盤
に
さ
し
か
か

ろ
う
と
し
て
い
た
。

途
中
か
ら
で
は
あ
っ
た
が
、

シ
ド
ニ
ー
・
ワ
ト
ソ
ン
教
授
の

「
医
療
法
（h

ealth
law

）」
を

聴
講
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ

は
医
療
法
関
連
の
講
義
課
目
の

中
で
も
入
門
編
に
相
当
す
る
も

の
で
あ
り
、
受
講
者
は
百
人
程

度
と
、
私
が
聴
講
し
た
ク
ラ
ス

の
中
で
は
最
も
多
か
っ
た
。

講
義
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

使
っ
て
行
わ
れ
、
毎
回
、
同
じ

内
容
の
配
布
物
も
配
ら
れ
た
。

英
語
の
聞
き
取
り
に
苦
労
し
て

い
た
私
に
は
、
大
変
あ
り
が
た

か
っ
た
。
ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク
と
呼

ば
れ
る
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
教
科

書
は
一
千
五
百
頁
程
度
あ
り
、

分
厚
く
重
い
。
医
事
法
制
（
日

本
の
医
師
法
や
医
療
法
に
相
当

す
る
も
の
）
の
解
説
か
ら
始
ま

り
、
民
間
医
療
保
険
、
公
的
医

療
保
険
制
度
、診
療
契
約
関
係
、

医
事
紛
争
、
安
楽
死
な
ど
、
医

療
関
連
の
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ

が
代
表
的
な
裁
判
例
の
抜
粋
と

と
も
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
週
三

日
、
毎
回
一
時
間
の
講
義
で
こ

れ
ら
の
問
題
を
す
べ
て
扱
う
こ

と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、

代
表
的
な
ト
ピ
ッ
ク
を
取
り
上

げ
て
講
義
が
進
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。

ワ
ト
ソ
ン
教
授
は
「
医
療
へ

の
ア
ク
セ
ス
」
を
研
究
テ
ー
マ

と
さ
れ
て
お
り
、
講
義
の
内
容

も
こ
れ
を
反
映
し
た
も
の
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
う
。

周
知
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ

に
は
、
す
べ
て
の
国
民
を
カ
バ

ー
す
る
公
的
医
療
保
険
制
度
が

存
在
し
な
い
た
め
に
、
メ
デ
ィ

ケ
ア
（
高
齢
者
対
象
の
公
的
医

療
保
険
）
や
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド

（
低
所
得
者
対
象
の
医
療
扶
助

制
度
）
の
対
象
者
を
除
き
、
一

般
市
民
は
民
間
の
医
療
保
険
に

加
入
す
る
必
要
が
あ
る
。通
常
、

企
業
で
働
く
労
働
者
や
そ
の
家

族
は
、
企
業
の
福
利
厚
生
の
一

環
と
し
て
提
供
さ
れ
る
医
療
保

険
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
福
利
厚
生
給
付
に

は
、E

R
IS
A

（
被
用
者
退
職

給
付
保
障
法
の
略
称
）
と
呼
ば

れ
る
連
邦
法
の
保
護
が
及
ぶ
。

一
九
七
四
年
に
制
定
さ
れ
た

E
R
IS
A

は
、
も
と
も
と
労
働

者
の
企
業
年
金
受
給
権
の
保
護

を
目
的
と
し
た
法
律
で
あ
る

が
、
医
療
保
険
も
含
め
た
労
働

者
の
福
利
厚
生
給
付
も
、
そ
の

対
象
と
し
て
い
る
。

話
は
こ
こ
か
ら
少
し
や
や
こ

し
く
な
る
。

ア
メ
リ
カ
は
連
邦
国
家
で
あ

り
、
法
律
や
裁
判
制
度
も
連
邦

と
州
と
い
う
二
つ
の
体
系
か
ら

な
っ
て
い
る
。E

R
IS
A

は
連

邦
法
で
あ
る
が
、
保
険
業
は
通

常
、
州
法
に
よ
る
規
制
の
対
象

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

民
間
の
医
療
保
険
の
場
合
に
は

ど
ち
ら
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る

の
か
と
い
う
ア
メ
リ
カ
法
特
有

の
問
題
が
生
じ
る
。
通
常
、
連

邦
法
に
は
州
法
に
優
先
し
て
法

律
が
適
用
さ
れ
る
旨
が
定
め
ら

れ
て
い
る
の
だ
が
、
例
外
も
あ

る
。私

が
聴
講
を
始
め
た
時
に

は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
よ
う
な
複

雑
な
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
解
説

が
始
ま
っ
て
い
た
。E

R
IS
A

医
療
へ
の

ア
ク
セ
ス
保
障

医
療
法
入
門
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「えっ、透析食とは何ぞや？？？」・・・越野病院に勤務することにな

って８年目になりますが、実はこれは採用面接時の私のこころの中の声

です・・・。以前は特別養護老人ホームに勤務しており、病院経験がな

かったことと、勉強不足のため「透析食」に関する知識というものはま

ったくありませんでした。こんな私でしたが、晴れて「採用」となりま

して、透析食の教科書や指導書などを引っ張り出し、それなりに知識を

身に付け、経験を積み今日まで私なりにがんばってきました。

当院では、外来透析患者さんへの食事の提供を行っています。患者さ

んのほとんどは他院で透析導入となり、当院へ転院されるパターンです。

よって、結構「病院給食の透析食通」の方がおられます。「A病院の食事

はまずくて食べられんかった」「B病院ではいろんなハイカラなものが食

べられてよかったー。ここでも出んのか？」などなど・・・。同職種の

私からすると、どの栄養士さんも患者さんには様々な制限の中でもバラ

エティに富んだ安全でおいしい食事を提供し、残さず食べてもらえるよ

うに日々奮闘していると思います。が、食べる「口」・話す「口」は人

それぞれであり、すべての患者さんに喜んでもらえ、しかも家庭での食

事療法のお手本になるような食事を作るのは、なかなか難しいなあと、

ひしひしと感じています。

また、入院透析患者さんのほとんどが高齢の方です。高エネルギー・

塩分、水分制限・リン、カリウム制限でしっかり管理した透析食であっ

ても、それを残さず食べなければ意味がありません。しかし毎日の食事

が油っぽいものや薄味のもの、汁気のないものになると、高齢者の長い

間の食習慣や嗜好、嚥下・咀嚼力などの身体的状況に合わないといった

場合もあり、食欲低下・栄養摂取不足につながりかねません。また、そ

の結果、体力の低下･ADL低下の引き金になることも考えられます。高齢

の透析患者さんには、まず第一に残さず食べてもらえる食事（＝高齢者

向け透析食）の提供ができるように献立・調理の工夫をし、現在の身体

状況（血液データなど）や嗜好に応じた個別対応など行っています。

透析患者さんには、透析導入前から厳重な食事療法をしてこられた方、

透析間の体重増加や検査データを気にするあまり食事量を減らす方、「食

事療法なんてできないから透析や薬で何とかしてくれ・・・」という方

など、様々です。どの患者さんにとっても「食べる」という自己意志に

対して「制限」が必要であるということは、大きなストレスとなること

でしょう。透析患者さんのよ

うな一生涯の食事療法の中で

「食事制限を指導」するのでは

なく、「病気の進行を抑え、体

の調子を整えつつ、少しでも

食事が楽しめるように援助の

生きた指導」ができるように

なればと思います。

まだまだ未熟者の私ですが、

患者さんとの出会いに感謝し、

そこからいろんなことを学び、

成長していきたいと思います。

管理栄養士 
The・ 
管理栄養士 
The・ 
管理栄養士 
The・ （7回シリーズ） 

その⑤ 「透析」との出会い・・・ 
堀井　愛（金沢市・越野病院） 

セントルイス大学のキャンパス　（2003年10月）
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１．絶えず考えながら本を読む
世の中は「知の衰退」の時代になってきたと私は感じている。

物事を掘り下げて考える力や本質をとらえる力と想像力が枯渇

してきている。本を読まなくなったことが大きな要因の一つで

はないかと思っている。

２．最後は私が責任を持つ
「他人のために尽くす。悪いときは矢面に立ち、良いときに

は後ろに下がる」それを苦痛と思わず、美徳として自然に行え

る人間、これがエリートである。役職が上がるにしたがって、

他人の人生の責任を負う量が増える。

３．「声なきは会社に対する反逆だ」
「これはおかしい」と思うことがあれば、きちんとそれを言える土壌を作りた

い。日本人というのはブランコが揺れすぎる傾向があると私は思う。つねに自

分の倫理観と照らし合わせて、自分の力で考え、発言していくという覚悟を持

たなくてはならない。社会のためにならない事業は確固とした信念を持って

「やめろ」と言う強さを持つ。そして、日本が大きな価値観として持たなければ

ならないのは、世界の平和に貢献することである。また、北欧のように社会保

障や福祉を充実させて、中間層に優しい社会をつくれば、それが今後の産業の

発展につながると思う。

４．自覚と責任を持った人材を育てる
自分が正しいと思うことは堂々と主張すればいい。しかし、他人の批判ばか

りで、そこに謙虚さがなければ、指導者から適切なアドバイスはもらえない。

そして、せっかくの実力を生かし切れずに終わってしまう。

ビジネス社会で評価の軸は、周りから必要とされているかどうかだ。人間の

能力はほとんど差がない。しかし、能力が開花するまでの時間の差は、天性の

部分としてある。つねにエンジンを全開にして、その時にやれることを全部や

る。先延ばしはよくない。スペシャリストこそ優秀なゼネラリストになれると

思う。スランプは一生懸命に勉強や仕事をしている人がなるもので、勉強して

いない人はならない。

５．人は、仕事によって磨かれる
仕事で悩み、苦しむからこそ人間的に立派になる。与えられたことを喜ぶべ

きである。給料だけでは量れない「見えざる報酬」、つまり自分の成長がある。

また、一流の人と接することは非常に大事だと思う。

のぼる君の のぼる君の 

『人は仕事で磨かれる』 『人は仕事で磨かれる』 
小島　登（内灘町・歯科） 

⑫ 

伊藤忠商事を甦らせた、熱き経営トップの決断と人生から学ぶところは
多い。武士道の精神、恥を知ること、五つの倫理、九つの徳目、五常など
日本の文化に誇りを持ちたい。また、独断と決断とは。承認と決定はどう
違う。権限とは何を指すのか。改めて考えさせられた。そして、「クリーン、
オネスト、ビューティフル」は心に残る。

●丹羽宇一郎・著

●文芸春秋

●2005年２月発行

●221頁・20cm

●1,365円（税込）
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─知らないうちにあなたもDV被害者・加害者─

講師　山口　のりこさん（アウェア主催）

暴力を振るう人がいなくならなければ、ＤＶはなくならない
2002年４月に加害者プログラムを東京で始めた。毎週２時間１年間行う。

現在20人ぐらい受講している。ＤＶの行動変革プログラムでは、一年のプロ
グラムの中で「過去を振り返ってみよう」と働きかける。親との関係、デー
トした時のこと、結婚前はどうだったろうと。そうしてみると、デートした
相手に暴力をふるっていた人がほとんどである。

デートＤＶは若者たちの間で起きている
さまざまな暴力がいろいろな組み合わせで複合的に使われて、デート相手

を支配するのがデートＤＶである。受けたほうは、DVが続くうちに、相手の
顔色を伺い、彼の気にいらないことをしないようになる。また、暴力をふる
われていることが恥ずかしくて言えない。自分が悪かったと自分をせめ、自
分を愛してくれているんだ、許して支えてあげなければと思い込む。そこで
だんだん自分がいやになって不安を感じ死にたくなる。つまり、ＤＶは、相
手を破壊してしまう行為である。

ＤＶのキーワード―力と支配―
加害者は力を使って相手をこわがらせて混乱させる。自分の思い通りに相

手を動かしたくて暴力をふるう。被害を受けている方は自分がＤＶ被害者だ
と自覚していない。ただ困っている。身体的暴力を振るわれていたら性的暴
力も起こっていると考えてよい。結婚していようとデート中で起こったこと
であろうと暴力行動に変わりない。

暴力は簡単に許してはいけない
アウェアに来ている人の共通点として暴力を軽くみる暴力容認の意識があ

る。そして、ちゃんと謝ったら許して
あげるべきだと考えている。しかし、
暴力は簡単に許してはいけない。また、
交渉しようとしない人が多く、暴力で
しつけられた人が多い。この暴力容認
の意識は、社会の中のジェンダーバイ
アスで守られている。暴力には意図が
あり相手から受け取りたいことがあ
る。それにこたえてもらえないと自分
をないがしろにされたように感じて傷
つき、男のプライドが許さないと怒る。最悪の形の依存であり甘えである。

親との関係が最大のテーマ
両親に比較されて育った場合、自尊心が低く、親に認めてもらいたい愛され

たいという気持ちが強くなる。親に対してはいい子で、自分自身を生きてこな
かった。相手に拒否、拒絶されることを恐れていて見捨てられ感、おそれがあ
る。パートナーが自分の思い通りにしてくれるかどうかで判断してしまう。

すばらしい恋愛は・・・？
すばらしい恋愛が簡単にできるわけじゃない。自分に似合う人の選択。２

人の歩み寄り、コミュニケーションスキルの習得が大切である。自己決定権
を尊重しあう関係を作ることが大事。自分の価値観で相手をしばらない。今、
社会の中にはどっちを向いてもジェンダーバイアスがある。影響を受けてい
ない人は一人もいない。言わなくても僕の気持ちを分かってほしいというの
は間違いであり、伝えないと分からない。

力と支配の関係はどこにでもある
力と支配の関係は性別を問わずにある。市民運動の中にも、教師と生徒の

間にもある。力と支配の関係しか持つことができない人は、「泣きたい、みじ
めだ、ごめんなさい、助けて」など感謝の言葉、人を尊重する言葉が言えな
い。自分の言い分が通ればいいと思っている。共感能力がなく親密な関係が
作れない。勝ち負けで見てしまう。日常生活に隠れていて、知らないうちに
刷り込まれている力と支配。その関係は中学あたりでもうできあがっている。
カップルになるととたんに演歌の世界に落ちてしまうことが多い。

Unlearn ～学び落とす～
Unlearnという言葉がある。学び落とすということ。不必要なものは学び落

とすのがよい。学び落とすという発想で、性の違いでなく、個人の違いを大
事にしていくことが大切である。

“人間と性”教育研究協議会石川セミナー講演の報告

県内の教師、保護者、医師らで組織される“人間と性”教育研究協議
会石川支部（代表；大下陸郎医師）主催で、5月29日（日）、石川県立
生涯学習センターにて、当協会も後援して第13回石川セミナーが開催
されました。
このセミナーの講演要旨が主催団体から届きましたので、ご紹介しま

す。（編集部）

“人間と性”教育研究協議会・　　　石川セミナー “人間と性”教育研究協議会・　　　石川セミナー 第13回 

講演会　要旨 

講演会の様子
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●歯科学術講演会● 

データからみるこれからの歯科医療 
～患者さんとのコミュニケーションギャップについて～ 

講　師：泉　照雄氏（富山市・泉歯科医院院長） 

日　時：8月7日（日）10：00から正午 

場　所：金沢都ホテル5階「兼六の間」 

対　象：歯科医師 

参加費：会員1,000円、非会員5,000円 

噛める義歯で患者が変わる 
～技工の理解が歯科医療変革の鍵～ 

講　師：土屋公義氏（東京・土屋歯科医院院長） 

　　　　神谷　誠氏（松本市・神谷小児歯科院長） 

日　時：8月20日（土）午後3時～午後7時 

場　所：金沢都ホテル5階「能登の間」 

参加費：会員1,000円、非会員10,000円 
※先着20人といたします。 
　お早めに申し込みください。 

石川県保険医協会 金沢市尾張町2－8－23（〒920-0902） 
TEL:076-222-5373　FAX:076-231-5156　電子メール: iskw_kudo@doc-net.or.jp

お申し込みは下記へ 
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ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
連
載
を
始
め

て
か
ら
カ
ジ
ノ
に
関
す
る
記
事

が
中
心
に
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
は
世
界
最
大

の
総
合
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

シ
テ
ィ
ー
で
す
か
ら
、
カ
ジ
ノ

以
外
に
も
魅
力
た
っ
ぷ
り
の
街三宅　靖三宅　靖（金沢市金沢市・内科） 三宅　靖（金沢市・内科） 
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で
す
。

今
回
は
筆
者
一
押
し
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
の
い
く
つ
か
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
は
無
料
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
い
く
つ
も
あ

り
ま
す
が
、
何
と
い
っ
て
も
特

筆
す
べ
き
は
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
中

心
部
の
高
級
ホ
テ
ル
「
ベ
ラ
ー

ジ
オ
」
の
前
の
人
造
湖
で
毎
日

繰
り
広
げ
ら
れ
る
「
噴
水
シ
ョ

ー
」
で
す
。

す
で
に
ど
ん
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
に
も
載
っ
て
い
る
の
で
ご
存

知
の
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
は
一
見
の
価
値
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
人
造
湖
の
面
積
は
約
五

万
平
方
メ
ー
ト
ル
（
つ
ま
り
一

辺
二
百
メ
ー
ト
ル
の
正
方
形
よ

り
大
き
い
）
と
さ
れ
、
そ
こ
に

千
機
を
越
え
る
噴
出
機
が
あ

り
、
こ
れ
が
二
十
曲
ぐ
ら
い
あ

る
と
い
う
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
合
わ
せ
て

水
が
ダ
ン
ス
で
も
し
て
い
る
か

の
よ
う
に
噴
出
さ
れ
る
も
の
で

す
が
、
あ
れ
を
見
て
つ
ま
ら
な

い
と
思
う
人
は
ま
ず
い
な
い
と

思
い
ま
す
。
筆
者
に
と
っ
て
も

あ
の
素
晴
ら
し
さ
を
十
分
に
表

現
す
る
能
力
が
な
い
の
が
も
ど

か
し
く
思
え
る
ほ
ど
で
す
。

前
回
の
滞
在
で
は
ベ
ラ
ー
ジ

オ
の
真
向
か
い
に
あ
る
パ
リ
ス

と
い
う
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た
の

で
す
が
、
散
歩
が
て
ら
に
見
て

き
ま
し
た
。
お
な
じ
み
の
「
ピ

ン
ク
パ
ン
サ
ー
」
の
曲
に
の
っ

て
水
が
踊
り
だ
し
、
人
造
湖
全

体
が
あ
た
か
も
巨
大
な
生
命
体

で
あ
る
か
の
よ
う
な
錯
覚
に
陥

っ
て
し
ま
い
、
し
ば
し
言
葉
を

忘
れ
て
見
入
っ
て
し
ま
う
ほ
ど

で
し
た
。

次
に
挙
げ
る
べ
き
は
ダ
ウ
ン

タ
ウ
ン
の
「
フ
リ
ー
モ
ン
ト
・

エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
」、
通
称

「
電
飾
ア
ー
ケ
ー
ド
」
で
す
。

こ
ち
ら
は
約
四
百
二
十
メ
ー
ト

ル
の
道
路
を
千
二
百
五
十
万
個

と
も
言
わ
れ
る
発
光
ダ
イ
オ
ー

ド
ー
で
覆
い
尽
く
し
た
も
の

で
、
こ
ち
ら
も
音
楽
に
合
わ
せ

て
さ
ま
ざ
ま
な
映
像
を
映
し
出

し
ま
す
。

夜
の
一
時
間
ご
と
に
十
分
弱

ぐ
ら
い
の
上
演
で
す
が
、
そ
の

時
間
帯
に
な
る
と
多
く
の
人
が

表
に
出
て
き
ま
す
。
演
出
も
明

る
い
感
じ
の
楽
曲
が
多
く
、
あ

ち
こ
ち
か
ら
自
然
に
手
拍
子
が

起
こ
り
、
い
か
に
も
ア
メ
リ
カ

的
な
雰
囲
気
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
無
料
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
の
走
り
と
も
言
う
べ

き
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ホ
テ
ル
前
の
火

山
や
、
Ｔ
Ｉ
（
旧
ト
レ
ジ
ャ
ー

ア
イ
ラ
ン
ド
）
ホ
テ
ル
前
の
人

造
湖
の
船
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
、
な

か
な
か
一
回
の
滞
在
で
は
全
部

を
見
る
こ
と
が
難
し
い
ほ
ど
多

く
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
ん
な

こ
と
を
無
料
で
見
せ
て
し
ま
う

の
で
す
か
ら
、
や
は
り
ス
ケ
ー

ル
が
違
い
ま
す
。

少
し
う
が
っ
た
見
方
を
す
れ

ば
、
こ
の
く
ら
い
の
も
の
を
タ

ダ
で
見
せ
て
お
い
て
も
、
お
客

さ
ん
が
た
く
さ
ん
来
て
く
れ
て

カ
ジ
ノ
で
遊
ん
で
く
れ
れ
ば
十

分
ペ
イ
す
る
と
い
う
こ
と
な
の

で
し
ょ
う
。
そ
う
考
え
る
と

「
少
し
ぐ
ら
い
取
ら
れ
て

も
・
・
・
」
と
い
う
気
持
ち
に

も
な
り
、
カ
ジ
ノ
で
少
し
負
け

が
込
ん
で
も
あ
ま
り
熱
く
な
ら

ず
に
済
み
そ
う
な
気
も
し
ま

す
。

で
も
、
や
っ
ぱ
り
む
ざ
む
ざ

負
け
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
く
れ

ぐ
れ
も
リ
ス
ク
管
理
に
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
リ
ス
ク
管
理
と

い
え
ば
カ
ジ
ノ
の
勝
ち
負
け
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
に
夢
中
に
な
っ
て
い

る
と
、
そ
の
間
に
ス
リ
の
被
害

に
遭
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
。
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
治

安
は
非
常
に
い
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
多
く
の
人
が
集
ま
る

の
で
危
険
も
な
い
と
は
い
え
ま

せ
ん
。
わ
れ
わ
れ
は
休
暇
中
で

も
、「
彼
ら
」
は
仕
事
中
な
の

で
油
断
は
禁
物
で
す
ね
。

次
回
は
八
月
納
涼
特
別
号
で

終
戦
六
十
年
の
節
目
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、臨
時
企
画
と
し
て
、

ラ
ス
ベ
ガ
ス
中
心
部
か
ら
ほ
ど

近

い

A
tom
ic
T
estin

g

M
u
seu
m

（
核
実
験
博
物
館
）

の
紹
介
を
す
る
予
定
で
す
。

最
近
、
こ
の
歌
を
聞
い
て
、
涙
が
出
て
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、

多
く
の
人
に
聞
い
て
欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

「
雨
が
ふ
る
、
ふ
る
、
ド
ー
ン
と
ふ
る
、
父
さ
ん
、
こ
の
雨
、

何
の
雨
」。

古
謝
さ
ん
は
、
沖
縄
出
身
の
歌
手
で
す
。
ネ
ー
ネ
ー
ズ
の

一
員
で
し
た
が
、
今
は
独
立
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

沖
縄
県
嘉
手
納
町
の
生
ま
れ
で
す
。
三
人
兄
弟
で
す
。
四

歳
の
時
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
嘉
手
納
基
地
で
働
い
て
い
た
お
父

さ
ん
が
、
居
眠
り
運
転
を
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
軍
の
ト
ラ
ッ

ク
に
轢
か
れ
て
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
母
親
が

苦
労
し
て
子
ど
も
た
ち
を
育
て
た
そ
う
で
す
。

古
謝
さ
ん
が
小
学
校
の
時
に
、
嘉
手
納
を
飛
び
立
っ
た
ア

メ
リ
カ
軍
の
飛
行
機B
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が
墜
落
し
、
そ
の
音
と
振
動
で

「
嘉
手
納
が
空
爆
を
受
け
て
い
る
、
戦
争
が
始
ま
っ
た
」
と
思

い
、
も
の
す
ご
い
恐
怖
に
襲
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
今
も
嘉
手

納
に
住
ん
で
お
ら
れ
ま
す
が
、
未
だ
に
沖
縄
に
平
和
は
来
て

い
な
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

若
い
こ
ろ
は
何
も
で
き
な
か
っ
た
が
、
年
を
経
て
、
孫
が

三
人
も
で
き
、
孫
の
た
め
に
も
世
界
を
平
和
に
し
た
い
と
願

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

日
本
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
軍
基
地
の
約
七
〇
％
が
沖
縄
県
に

あ
り
、
そ
の
た
め
に
問
題
が
山
積
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
少

女
暴
行
事
件
が
あ
り
県
民
大
集
会
が
開
か
れ
た
こ
と
は
今
も

記
憶
に
あ
り
ま
す
。
当
時
の
太
田
沖
縄
県
知
事
が
、
小
さ
な

子
ど
も
の
安
全
も
守
れ
な
く
て
許
し
て
く
だ
さ
い
、
と
演
説

さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
大
田
知
事
の
時
に
、
ア
メ
リ
カ

軍
基
地
を
無
く
す
運
動
が
広
が
り
ま
し
た
が
、
知
事
が
変
わ

り
県
レ
ベ
ル
の
運
動
が
無
く
な
っ
た
の
が
残
念
で
す
。

市
街
地
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
軍
基
地
が
古
く
な
っ
た
た
め
、

日
本
が
お
金
を
出
し
、
名
護
市
辺
野
古
の
海
岸
に
海
上
基
地

を
作
り
移
転
さ
せ
る
計
画
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
の
海

岸
は
、
美
し
い
珊
瑚
礁
が
あ
り
、
保
護
動
物
で
あ
る
ジ
ュ
ゴ

ン
が
住
ん
で
い
ま
す
。
平
和
を
希
求
す
る
憲
法
を
も
つ
日
本

が
、
貴
重
な
税
金
を
使
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
に
戦
争
の
た
め
の

基
地
を
作
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と
に
大
き
な
疑
問
を
感

じ
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
は
、
日
本
国
民
全
員
が
考
え
る
べ

き
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
新
聞
、
テ
レ
ビ
で
ニ

ュ
ー
ス
に
な
ら
な
い
こ
と
が
残
念
で
す
。
ベ
ス
ト
な
解
決
方

法
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
に
日
本
か
ら
去
っ
て
も
ら
う
こ
と
だ
と

僕
は
考
え
て
い
ま
す
。

古
謝
さ
ん
の
作
ら
れ
た
歌
の
中
に
「
童
神
（
わ
ら
び
が
み
）」

と
い
う
曲
が
あ
り
ま
す
。
小
さ
い
子
ど
も
の
心
や
行
い
は
神

様
の
よ
う
に
美
し
い
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
よ
、
元
気
に
育
っ

て
お
く
れ
、
大
人
は
大
切
に
大
切
に
育
て
て
い
く
よ
、
と
歌

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
夏
、
古
謝
さ
ん
の
Ｃ
Ｄ
を
手
に
入

れ
て
、
沖
縄
の
心
に
つ
い
て
想
像
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

最
後
に
、
僕
の
お
気
に
入
り
の
Ｃ
Ｄ
の
紹
介
を
し
て
お
き

ま
す
。

●
シ
ン
グ
ル
『
黒
い
雨
』
／
●
ア
ル
バ
ム
『
天
架
け
る
橋

（
あ
ま
か
け
る
は
し
）』『
ネ
ー
ネ
ー
ズ
、
オ
キ
ナ
ワ
』

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、h

ttp
://w

w
w
.k
ojam

isak
o.com

/

で
す
。
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

会員リレーエッセイ ◆◆76◆◆

古こ

謝じ
ゃ

美み

佐さ

子こ

さ
ん
の

「
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（解答は5面にあります） （解答は5面にあります） 
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■出題 
　九段 
　佐藤昌晴 

黒先コウ　5分で中級者 
〈ヒント〉 白にも好手がありコウに 
 なります。 

■出題 
　六段 
　高田尚平 

〈ヒント〉合駒が出てきます。 
 10分で1級。 
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